
 

企画部会 （平成 21 年度第 1回） 

議 事 録 

2009 年 5 月 15 日 (金) 開催 

時 間 10:00～12:00 場 所 地盤工学会会議室 

西 垣 副 会 長 ○ 土 田 部 長 ○ 原 田 理 事 ○ 

安 藤 部 員 ○ 工 藤 部 員 ○ 小 宮 部 員 × 

佐 々 部 員 ○ 高  橋  部  員 × 堀 越 部 員 × 

李  部 員 ×     

事 務 局 ： 戸 塚 ○     

○：出席  ×：欠席  △：未定 

 

《配布資料》 

・企画部会（平成 20 年度第 8回）議事録  【別紙-1】pp.1-2 

・男女共同参画・託児所関連資料  【別紙-2】pp.3-6 

・創立 60 周年記念事業関連資料  【別紙-3】pp.7-18 

・公益法人化関連資料  【別紙-4】pp.19-21 

・委員会自己評価アンケート  【別紙-5】pp.22-36 

・中長期ビジョンの見直し関係資料  【別紙-6】pp.37-56 

・本年度企画部会の検討課題と担当（案）  【別紙-7】pp.57 

・次回以降の開催日の確認  【別紙-8】pp.58 

・その他 平成 21 年度企画部構成  【別紙-9】pp.59 

 

【議 題】 

議事録担当者の選出 → 原田 

自己紹介 

前回議事録の確認 【別紙-1】 

→ 確認された。 

 

１．男女共同参画関係 【別紙-2】 

・ 第 44 回研究発表会男女共同参画特別セッションについて 

→ 内容素案としては，聴衆ターゲットは学生とし、全国土木系女子学生と連携した催しと

する。開催日は 8/18 の 13：30-15：00 の 90 分で、構成案と時間配分は以下の通りとする。 

１．挨拶とこれまでの地盤工学会の取組み 10 分 企画部 

２．全国土木系女子学生の活動について 15 分 全国土木系女子学生 

３．事例紹介（３名×15 分：意見含む） 45 分 人選が必要 

４．討議    15 分 発表者・聴衆 

５．結論     5 分 企画部 

→ 男性で育児休暇を取った土木系技術者の方を含めて 6 月中に人選が必要であり、土木学

会にも聞いてみる。 

→土木学会との共催については工藤部員経由で土木学会に相談する。 

→男女共同参画学協会連絡会に後援を依頼するにあたり、可能ならば次回の連絡会委員会ま

でにリーフレットを作成する。委員会に間に合わないようであれば、メール審議を依頼す

る。 

→・マスコミへは 1週間～10 日前にリークする。 

・ 第 44 回研究発表会開催時の託児所設置について 

→ 今回は首都圏であり、利用者が少ないことが懸念されるため、託児所の利用者を働きか

ける。業者の選定は３週間前で使用料金は半日 1000 円（１日 2000 円）とする。また、事



 

前登録用の仕組みを HP に組み込むので、戸塚局長に相談しながら進める。 

→ 来年度以降のために託児所設置、運営に関するマニュアルを作成する必要があり、今後

検討していく。 

・ 土木学会との連携状況 

→ 夏の学校のポスター展示は土木学会との共催とする。長期的には小委員会を設立の予定

である。 

 

２．創立 60 周年記念事業 【別紙-3】 

・ 土田部長より，公益法人化についての座談会は延期の件などの現況の説明があった。 

・ 60 周年記念特集号についての会誌部からの検討依頼事項 

→ ビッグプロジェクトの分野の飛騨トンネルの執筆者候補は、発注者である中日本高速道

路の方にお願いする。 

→ 取り組むべき事業・支援活動（資格，技術審査，国際交流・支援）の分野については、 

  技術審査（国際基準も含めて基準部へ） 

  国際交流（海外ビッグプロジェクトを含めて国際部へ） 

  地盤工学の分野が海外にどう貢献できるかについて日下部先生にお願いする。 

→ 以上については、高橋部員に連絡する。 

 

３．公益法人化 【別紙-4】 

・ 土田部長，西垣副会長から内閣府の認定委員会への申請は当初の半年程度遅れる理由な

どの現況の説明があった。 

 

４．委員会自己評価アンケート 

・ 安藤部員より休眠状態の委員会を活性化させるための昨年の試みなどの現在までの経

緯の説明があった。 

→ 締切りは５月末日で，６月に整理・分析し，結果を理事会に報告する。 

 

５．中長期ビジョンの見直し関係資料 

・ 原田理事より各部へのヒアリングの主旨や経緯についての説明があった。 

→ ５月末日に開催される予定の中長期プランの検討委員会（善委員長）に資料として渡す。 

 

６．本年度企画部会の検討課題と担当（案） 

・ 特に意見はなかった。 

 

７．次回以降の開催日の確認,その他 平成 21 年度企画部構成 

・ 2009 年 7 月 17 日（金）14:00～16:00 

  

以 上 


